
の入札及び契約手続き並びに契約の内

成果
容の透明性、公平性及び競争性を確保することができた。

　総合評価落札方式による入札を14件実施し、価格と価格以外の要素を総合的に評価して最も有利な者を落札者とするこ

とができた。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３１年度

活動 入札監視委員会の開催（回） 3 3 3 3 3
指標
活動 総合評価落札方式による入札（件） 15 14 14 20 20
指標

　県内における入札監視委員会の設置状況：愛知県、名古屋市、岡崎市、一宮市、豊田市、高浜市
他市との 　各自治体とも抽出事案の審議、工事契約状況及び入札参加資格停止状況等の報告を行っている。本市にお
比較検証 いても同様の事案審議、報告等を行い、入札・契約手続きにおける透明性、公平性及び競争性の確保につな

がっている。
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